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●会　員　12人
●連絡先　代表川
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郎
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さん
●活動日　月1回の定例会議、イベントの開催
●事務局　1090-8753-7254
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伊吹山系の雄大な自然を楽しめる姉川上流地域。自然豊かな
地域ですが、耕作放棄地や空家の増加、獣害などの課題もあり
ます。「姉川せせらぎ懇話会」は、地域の課題を解決し、住み
よい環境を作ろうと、上板並・下板並・大久保・小泉の４集落
で連携して、平成20年に設立されました。
主な活動内容は、定例会議のほか、地域の魅力の情報発信と、
ファンを増やすための体験イベントの開催です。懇話会のメン
バーは、各地域の区長さんらを中心とし、平成23年度からは
「水源の里まいばら　みらいつくり隊」(地域おこし協力隊)も
加わって一緒に活動されています。
１月には、地元の郷土料理の伝承活動をされている「ごんせ
グループ」を講師に迎え、「かきもちづくり体験」を開催され
ました。参加者の方は、かきもちの歴史や、作業のコツなどを
楽しく学び、イベントを通じて昔ながらの知恵が伝えられてい
ました。
代表の川瀬さんは「活動を始めたのは区長になったことがき
っかけだが、今では生きがい。もっと多くの人にこの地域の魅
力を知ってほしい」と語っておられました。３月16日(土)～
17日(日)に大久保地域で開催されるセツブンソウふれあい祭り
にも懇話会が協賛されるとのこと。今後も、地域の魅力である
伝統的な文化や人のあたたかさを活かした活動をされる「姉川
せせらぎ懇話会」から目が離せません。

第31話

お問い合わせ　政策調整課　市民協働推進室(米原庁舎)
1５２―６６２６　5５２―５１９５

連載  
 

政策調整課の職員が、まちづくり団体を訪問。
熱意をもって活動されているみなさんの「心
意気」をレポートします。

姉川せせらぎ懇話会
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地域の情報発信中
！

http://anegaw
a.tv/


